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学位論文要旨
Embeddability of right-angled Artin groups on the






A(Γ) = 〈 v1, v2, . . . , vn | {vi, vj} ∈ E(Γ)ならば [vi, vj ] = 1 〉.











て拡張グラフ Γe を定義し，定理「Λ ≤ Γe ⇒ A(Λ) ↪→ A(Γ)」を示して，組織的に埋め込
みを構成する手法を与えた．その一方で直角アルティン群の間の埋め込み A(Λ) ↪→ A(Γ)




の “定理”「Λが有限な森の補グラフで Γが有限グラフのとき，A(Λ) ↪→ A(Γ) ⇒ Λ ≤ Γe」
がある．これを利用して参考論文 2において，Λが有限な線形森の補グラフのときは，埋
め込み A(Λ) ↪→ A(Γ)は定義グラフの間のフルグラフ埋め込み Λ ≤ Γにまで還元できる
ことを “示した”．ここで線形森とは，道グラフの非交和のことである．しかし，肝心の上




ことを示した．本論文の主定理は「Λ が有限な線形森の補グラフで Γ が有限グラフのと
き，A(Λ) ↪→ A(Γ) ⇒ Λ ≤ Γe」である．
主定理の証明は以下のようになっている．Kim–Koberdaの結果により，任意の直角ア
ルティン群の間の埋め込みは (KK)条件を満たす埋め込みに修正することができる．本論




て 4節で，Λが道グラフの補グラフで Γが任意の有限グラフのときに，任意の (KK)条
件を満たす埋め込み A(Λ) ↪→ A(Γ)をグラフのフル埋め込み Λ ≤ Γに還元できることを
示す．以上のことを組み合わせて主定理を得る．3節の結果と 4節の結果はいずれも埋め
込みの障害を研究するうえで理論的に重要な成果である．特に (KK)条件を満たす直角ア
ルティン群の埋め込みから道グラフの補グラフのフル埋め込みを構成する議論は先行研究
に類似の議論はなく，補グラフの世界で解釈するとちょうど “道の持ち上げ”を行ってお
り，グラフの被覆の理論と直角アルティン群の埋め込みの研究の関係が Kim–Koberdaや
Lee–Leeにより示唆されている現状では非常に意義深い結果と言える．
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